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はじめに
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山口県では、地域インフラを将来にわたって守り続けるため、デジタル技術を積極的に活用した建設DX
の取組を進めてきました。
人手不足が進む中でも、安全で質が高く、持続可能な建設産業を構築するため、現場の実情に即した工

夫を重ねてきたところであり、その取組は着実に成果として現れつつあります。
本資料は、2026年3月まで山口県の建設DXの挑戦と、その軌跡をまとめたものです。

（参考）山口県の建設DX推進の歴史

①建設維新ICT

②情報共有システム

③遠隔臨場

④UAVの利活用

⑤3次元点群データの利活用

⑥オンライン電子納品

⑦BIM/CIM

⑧書類のスリム化

⑨センシングデバイスを用いたインフラメンテナンス

⑩AIを用いたインフラメンテナンス

⑪タブレットやアプリを用いたインフラメンテナンス

⑫維持管理支援システムを用いた群マネの推進

⑬オープンデータ

⑭いんふらまるごとマネジメント

⑮建設発生土マッチングシステム

⑯道路見えるナビ

⑰働き方改革

⑱SNSを使った戦略的広報

⑲建設キャリアアップシステム

⑳フラNavi

（参考）やまぐち建設FES!



山口県の建設DX推進の歴史（～2026.3）
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2022.4 建設DX推進班誕生

2023.2 山口県建設DX推進計画(第零版)公表

2017 ICT活用工事の試行開始

2019 建設ICTビジネスメッセの開催 令和2年度i-Construction大賞（地方公共団体等の取組部門）優秀賞

2020 遠隔臨場の開始、本庁・出先の若手職員中心の「デジタル活用WG」を発足

2021 BIM/CIMの試行開始、Instagram「やまぐちの土木建築」運用開始、デジタル活用WGが「DX専属部署の設置を提案」

2018 情報共有システムの試行開始

2022.12 AIによる小規模橋梁等の点検・診断支援システムの構築 第7回インフラメンテナンス大賞 優秀賞

2022.8 山口県建設DX推進連絡協議会発足

2023.4 建設発生土マッチングシステムの運用開始

2024.1 山口県建設DX推進計画(第壱版)公表

2022.5 山口県土木建築部公式YouTubeチャンネル運用開始・オンライン電子納品の試行開始

2024.2 建設産業魅力発信ポータルサイト「やま建Navi」運用開始

2022.10 3次元点群データのオープンデータを開始

2022.11 UAVやまけんカップの開催

2025.1 山口県建設DX推進計画(第弐版)公表

2025.3 いんふらまるごとマネジメント運用開始

2023.5 RPAの試行開始

2023.10 やまぐち建設FES!の開催

2024.7 i-Conフェア山口2024～極みの一歩体験会～の開催

2024.10 ICT活用工事の本格運用を開始

2025.4 BIM/CIMの本格運用を開始

2026.1 山口県建設DX推進計画(第参版)公表

2025.10 オンライン電子納品・情報共有システムの原則活用開始

2026.4 フラNaviの運用開始

2025.12 令和7年度インフラDX大賞（地方公共団体等の取組部門）優秀賞



建設DX推進班の立ち上げ前のワーキング
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デジタル活用に関する意見交換会への提案 意見交換会の様子（本課＋出先のDX活用リーダー）

○令和２年度に技術管理課主導のもと、各所属のDX活用リーダーを招集し、意見交換会を実施。
○この意見交換会をきっかけに、職員同士で「土木建築部がDX推進に向けて取り組む目標」について議論し、
部全体で取り組むためのDX推進体制について提案したところ、令和4年度に「建設DX推進班」が発足。

令和２年度に提案された内容が次々に実現！
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○建設DX推進班
建設分野における情報通信技術の活用の促進に係る施

策の総合企画及び調整を行うため土木建築部技術管理課
の中に組織されたグループ

○山口県建設DX推進連絡協議会
山口県内における建設産業の生産性向上や効果的・効

率的なインフラマネジメントを実現するため、公共事業関
係者間の連携強化を目的として設置された協議会

発足当時の３つの理念
○未来を創造する
○既成概念にとらわれない
○失敗を恐れない

役職 所属 所属内での役職

会長 山口大学大学院創成科学研究科 教授

副会長 山口県土木建築部 土木建築部審議監

会員 (一社)山口県建設業協会 事務局次長

会員 (一社)山口県測量設計業協会 技術委員副委員長

会員 (一社)山口県建築協会 専務理事

会員 (一社)山口県電業協会 事務局長

会員 山口県管工事工業協同組合 事務局長

会員 (一社)山口県建築士事務所協会 専務理事

会員 山口大学大学院創成科学研究科 准教授

会員 徳山工業高等専門学校土木建築工学科 助教

会員 (一財)山口県建設技術センター 理事長

会員 (一社)やまぐちGISひろば 理事

建設DX推進班と建設DX推進連絡協議会



① 建設維新ICTの軌跡
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2022.4 建設DX推進班誕生

2023.2 山口県建設DX推進計画(第零版)公表

2017.7 ICT活用工事の試行開始

2019.11 建設ICTビジネスメッセの開催

2020.10～ 建設維新ICTセミナー1.0の開催

2021.４ Instagram「やまぐちの土木建築」運用開始

2022.8 山口県建設DX推進連絡協議会発足

2021.5 ICT法面工の追加

2024.1 山口県建設DX推進計画(第壱版)公表

2022.5 山口県土木建築部公式YouTubeチャンネル運用開始

2023.7～ 建設維新ICTセミナー2.0の開催（小規模現場向け）

2025.1 山口県建設DX推進計画(第弐版)公表

2025.6 建設維新ICTセミナー3.0の開催（もっと小規模現場向け）

2024.7 i-Conフェア山口2024～極みの一歩体験会～の開催

2024.10 ICT活用工事の本格運用を開始

2020.5 ICT土工に付帯構造物設置工を追加，ICT舗装工・ICT河川浚渫の追加

2021.3 令和2年度i-Construction大賞 地方公共団体等の取組部門 優秀賞を受賞

2021.10 ICT舗装工の追加

2022.10 ICT土工に小規模土工を追加（小規模現場の適用除外を削除）

2023.10～ 私たちはできる型Ⅰの開始

2024.5～ 私たちはできる型Ⅱ・Ⅲの開始

2025.10 発注者指定型の工種（路盤工事）を追加

2026.1 山口県建設DX推進計画(第参版)公表

2025.12 令和7年度インフラDX大賞 
地方公共団体等の取組部門 優秀賞を受賞

管理

生産性の向上！安全性の向上！魅力の向上！

小規模現場の
ワンマン測量

3次元モデルか
ら施工数量を自
動算出
4次元モデルも
活用推進

丁張作業を省略

ICT機器を活用
した出来形管理

オンライン検査・
電子納品

測量 設計 施工 納品

https://dcross.impress.co.jp/img/dx/docs/002/426/GeoScan_1_o.jpg


① 建設維新ICTの実績
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（2026.1.31時点の推計）

○平成29年度から取組を開始して以降、ICT活用工事の実施件数は着実に増加している。
○特に、令和6年10月から導入した「発注者指定型」の取組に加え、小規模な現場でもICT活用工事が実施
可能であることを積極的に周知したことにより、近年は実施件数が大幅に増加している。

○今後も、「どのような建設会社でもICTの恩恵を受けられる」ことを目標に、B～Dランクの建設会社を中
心とした支援を継続していく。



① 各種イベント

※山口県内で実施されたICT活用工事や3次元点群データに係わるイベント ※のべ人数 ※2025年度は2026.3末現在

建設維新ICT勉強会 i-Conフェア 建設維新ICT支援プロジェクトはじめの一歩3D

建設維新
ICTセミナー3.0
カセタイシュウ編

3次元点群データ
利活用体験会 8

○山口県におけるICT活用工事の普及・定着を目的として多くのイベントを実施。
○とにかく現場を大事にするという考えのもと、県内の実際の建設現場や取組事例を通じて、ICT活用工事
を特別なものではなく、日常の現場業務の延長として捉える視点を共有。

○規模や工種を問わず、自社の現場での活用を具体的にイメージでき、次の現場での実践につながる内容と
している。

イベント数 参加人数 内、建設会社 内、県行政エンジニア 内、市町行政エンジニア

2022年度（建設維新ICT1.0） 14回 250名 183名 51名 10名

2023年度（建設維新ICT2.0） 32回 789名 399名 177名 106名

2024年度（建設維新ICT2.0） 44回 2,048名 613名 448名 190名

2025年度（建設維新ICT3.0） 50回 2,101名 782名 551名 318名

合計 140回 5,188名 1,977名 1,227名 624名



○2020年から、県内の建設会社を対象にICT活用に関するセミナーを開始、2023年からは、「小規模土工
のICT活用要領」の運用開始にあわせて、対象を小規模現場に絞った内容へとセミナーをアップデート。

○2025年からは、初期投資が難しい中小建設会社でも対応可能な、より小規模な現場を対象とした支援へ
と進化。
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① 建設維新ICTセミナーのアップデート

55

2020～：建設維新ICTセミナー1.0
（中規模現場を対象）

2023～：建設維新ICTセミナー2.0
（小規模現場を対象）

2025～：建設維新ICTセミナー3.0
（もっと小規模現場を対象）



① 建設維新ICTセミナー3.0

○初期投資が難しい県内の中小建設会社でも取り組めるよう、小規模な現場を対象に、実際の建設現場に即
したICT活用をテーマとして実施。

○工種別に内容を絞り込み、現場の実業務とどう結びつくのかを具体的に理解できる最低限のポイントを分
かりやすく整理。

10



○ICT活用工事を中小建設会社に広く普及させるためには、市町が発注する工事においても積極的な導入
が不可欠であることから、人口5万人規模の下松市が対応する小規模な工事を対象にICT活用工事の支援。

○3次元設計データの作成や、3次元点群データの利活用について、県・下松市と建設会社が一体となって学
び合いながら取り組み、現場でのICT技術の普及促進に努めた。

① 建設維新ICT支援プロジェクト

下松市内
の受注者

最初は正直、半信半疑だった。だが、下松市職員の強い熱意に背中を押され、思い
切って取り組んでみた。結果は想像以上だった。現場は確実に楽になり、生まれた時間
で、もう一つ別の現場を動かす余裕もできた。今では近隣の業者から「教えてほしい」と
連絡が来るようになり、職員の中でも、特に若手がイキイキと、自信をもって仕事に向き
合う姿が目立つようになった。あの一歩が、現場と人の両方を変えたのだと思う。

下松市内
の受注者

家族4人で営む会社だが、父が現場で培ってきた確かなノウハウと、息子たちのデジ
タルスキルが見事にかみ合った。その結果、息子たちは自分の強みを発揮しながら、イキ
イキと会社を支えてくれる存在になっている。河川堆積土砂撤去工事では、「本当にこれ
でいいのか」と思うほど作業が楽になり、現場の負担が減っただけでなく、利益率も格
段に向上した。経験とデジタルが融合することで、小さな会社でも大きな変化を生み出
せることを実感している。

下松市内
の受注者

正直なところ、従前の工事と比べて、各種経費はかなり抑えられている。それにもかか
わらず、3次元設計データの作成費までもらえるのは、本当にありがたい。生まれた余力
は、従業員の給与改善や、新たな設備投資にしっかり還元したい。だからこそ、ここで立
ち止まらず、次に何に挑戦すべきかを教えてほしいと思っている。

下松市では、小規模な建設DXの普及に向けて、試行錯誤を重ねながら奮闘している。
その取り組みは、着実に現場へと広がり始め、イキイキと働く職員の姿も少しずつ増え
てきた。この流れを一過性のものにせず、次の段階へとつなげていくためにも、今後も
山口県と連携しながら、共に取り組んでいきたい。下松市職員

（幹部） 11

開催年月日 イベント名

2024.9.10 建設維新ICT勉強会（下松市職員向け）

2024.９.１１ 建設維新ICT相談会（下松市発注工事受注業者向け）

202４.１０.２-3 建設維新ICT支援プロジェクト（下松市職員及び建設会社が同時に学ぶ）

202４.1１.1８ わくわく土木土木とよいっこ現場見学会（地元小学生にICT技術を披露）

202５.2.5 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（下松市発注工事現場）

202５.３.４ 建設維新ICT支援プロジェクトLastDay（振り返り・動画撮影）

2025.4.15 第3回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び下松市役所職員向け）

202５.６.2５ 建設維新ICTセミナー３.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

202５.７.６ 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

202５.７.１６ 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（光市発注工事現場）

202５.７.１８ 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（周南市発注工事現場）

2025.８.７ 第5回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び山口市役所職員向け）

2025.9.22 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

2025.9.25 第6回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び宇部市役所職員向け）

2025.10.10 建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松市発注工事現場）

2025.10.17 第4回現場をポケットにセミナー（下松市役所で開催）

2025.12.10 第2回建設DXシンポジウム（県内市町へのPLATEAUの普及促進イベント）

2025.12.17 令和7年度ICT施工管理研修（下松市発注工事現場で初実施）

2026.3.14 わくわく土木土木マイクラ下松シティで君だけの乗り物をデザインしよう（小学生の3D体験）



① 建設維新ICTに関する動画

DXで変わる建設現場～株式会社木村建設の取組～

周防大島町で活躍する建設会社の取組みを紹介した動
画です。

小規模土工でTS出来形技術やAR技術を使ってみました

下松市役所が発注した小規模現場での取り組みを紹介し
た動画です。

○2024年7月に、中小建設会社の経営者を対象としたセミナーを実施したが、参加者は限られており、忙し
い経営者にとって、時間を確保して会場に足を運ぶことの難しさが改めて明らかとなった。

○そこで、より多くの経営者に建設業界の課題やICT活用の必要性を届けるため、同じ立場である中小建設
会社の経営者が中心となって語る動画を制作・発信する取り組みを開始。

株式会社中山組のとりくみ

株式会社中山組
のとりくみ

株式会社木村建設のとりくみ

株式会社木村建設
のとりくみ

視聴回数１万回超ICT法面工の動画

視聴回数１万回超
ICT法面工の動画

○その他の建設維新ICT動画 私たちはできる！内製化への挑戦

私たちはできる！
内製化への挑戦

災害復旧に点群データを活用

災害復旧に
点群データを活用
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近日公開予定

https://youtu.be/l7TuQchK1fU
https://youtu.be/rk4WxGNDpj0
https://youtu.be/l7TuQchK1fU
https://youtu.be/l7TuQchK1fU
https://youtu.be/l7TuQchK1fU
https://youtu.be/rk4WxGNDpj0
https://youtu.be/rk4WxGNDpj0
https://youtu.be/rk4WxGNDpj0
https://www.youtube.com/watch?v=NdLUAztSST4
https://www.youtube.com/watch?v=NdLUAztSST4
https://www.youtube.com/watch?v=NdLUAztSST4
https://www.youtube.com/watch?v=NdLUAztSST4
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw
https://www.youtube.com/watch?v=yWAgrVBWpHw


① 令和2年度i-Construction大賞 地方公共団体の取組部門 優秀賞
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① 令和7年度インフラDX大賞 地方公共団体の取組部門 優秀賞
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② 情報共有システムの軌跡

2019.4 土木事業の工事で情報共有システムを導入

202２.５ 土木工事の成績評定での加点を開始

2021.4 土木事業の業務委託で情報共有システムを導入

2024.１０ 一部の土木事業の工事で発注者指定型を開始

2025.10 全ての土木事業の工事・業務で発注者指定型へ

電子決
裁

出張先か
らも楽々

情報共有システム

201８.5 工事情報共有システム試行要領の作成

2024.4 営繕工事の成績評定の加点対象

2025.10から原則活用

普
及

率
（％

）
15

紙打合せ簿
廃止



② 情報共有システム

○受発注者間の書類やデータのやり取りを効率化し、業務の生産性を向上させることを目的として導入。
○紙による提出・保管作業や、大容量データの受け渡しに要していた時間と手間を削減し、ペーパーレス化を
推進するとともに、迅速かつ確実な情報共有を実現する。

○これにより、業務の省力化・時間短縮・コスト削減を図り、付加価値の高い業務へ人的資源を振り向ける。

実施方法

①受注者の申し出
②利用するシステムの確認
③システムで処理する内容の確認
④成果品のオンライン電子納品

（受注者）
・単純作業に要する時間の削減
・打合せ簿紛失トラブルの回避
・大容量データのやりとり

（発注者）
・円滑な工事帳票処理

主な効果
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情報共有システムを活用すると
① 紛失・未返却がなくなる → 書類管理の透明性が向上
② 容量を気にせず運用できる → 大容量ファイルもスムーズに共有
③ 書類整理が不要になる → 自動整理で手作業がゼロに



③ 遠隔臨場の軌跡
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202２.５ 工事成績評定での加点対象

202４.４ 遠隔臨場の本格運用開始
（受発注者の協議により実施可） 

2020.6 工事での遠隔臨場の試行開始

2023.６ 遠隔臨場の受注者希望型による本格運用の開始

発注事務所

【受注者】

【発注者】

現場

早期完成

段階確認に要する
20分なら今日
確保できる！

遠隔臨場に必要
な作業員なら

今日確保できる!

移動時間を他の
仕事に充てること

ができる！

【回答者全体】

遠隔臨場の実施経験

実施したこと
がある
(25％)

【実施経験がある回答者】

遠隔臨場で業務が効率化されたと感じるか

実施したこと
がない
(75％)

効率化されたと
感じる(89％)

従来と変わらない(4％)

余分な作業が増えた(7％)

25

75

89

7 4

令和3年5～７月 受注者アンケート結果 (N=111社)

2021.5～7 受発注者へのアンケート調査実施

2021.10 遠隔臨場の手続き簡素化、業務委託にも拡大

2020.９ 試行事例レポートを発刊し、情報共有と利用促進

現場急行の回数減少



③ 遠隔臨場
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○段階確認や立会を効率化し、移動や待機時間の削減によって生産性を向上させることを目的として導入。
○モバイル端末等を活用した双方向通信により、現場に赴かなくても必要な確認を適切に実施できる体制を
構築し、移動に伴う時間的・人的負担を軽減する。

○これにより、働き方改革の推進、災害時や広域分散現場への迅速な対応、さらには職員・受注者双方の業
務効率化とコスト縮減を図る。



④ UAVの利活用の軌跡
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2022.7 ドローン講習会の開始

202２.１１ 第0回UAVやまけんカップ

2026.1 山口県建設DX推進計画(第参版)公表

2025.11 第3回UAVやまけんカップ

2023.１２ 第１回UAVやまけんカップ

2020.4 UAVの導入開始

2024.１２ 第2回UAVやまけんカップ

202５.４ 海岸保全施設の点検での活用開始

2024.４ ダム堤体の点検での活用開始

202５.４ 県営住宅の屋根等の点検での活用開始

2023.１０ 建築指導課と共同で県所有施設のドローン撮影会を実施

2022.7 周南土木でドローン講習会

2022.１０ 柳井土木でドローン講習会

2022.9 防府土木でドローン講習会

2023.１1 都市計画課でドローン講習会



④ UAVやまけんカップ

大会前に講習会を実施

○工事の進捗状況、インフラの点検及び災害時の被災状況の確認を行うために全職員がUAVの操作ができ
るようイベントを開催。

○県及び市町職員が楽しく学ぶことができ、交流の場として大いに活用。
○試行の第0回大会では県内の自治体18チーム（約120人）が参加、以降、回を追うごとに参加チームは増
え、第3回大会では32チーム（約250人）が参加。

表彰式

開会式

記念撮影 集合写真

タイムアタック 目測 バケツアタック
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⑤ ３次元点群データの利活用の軌跡

21

202５.４ 県職員によるLiDARを用いた点群取得の試行開始

2025.11 3次元点群データ利活用体験会
at第3回UAVやまけんカップ

2024.１２ ３次元点群データ利活用体験会at第2回UAVやまけんカップ

2025.2 ふじの国スマートツアー

2025.３ ふくの国3Dデータイノベーション・ラボの立ち上げ・第1回の開催

2025.５ 第1回 現場をポケットにセミナーの開催（㏌下松市）

2024.8 3次元点群データ利活用研究会へ加入

2025.5 第2回ふくの国3Dデータイノベーションラボ

2026.2 第３回ふくの国3Dデータイノベーションラボ

2025.7 第2回、第3回 現場をポケットにセミナーの開催（㏌下松市）

2025.10 第4回 現場をポケットにセミナーの開催（㏌下松市）

2025.7 第3回 現場をポケットにセミナーの開催（㏌山口市）

2025.9 県職員によるLRTK Phoneを用いた点群取得の試行開始

2025.12 3次元点群データ利活用支援プロジェクト開催（㏌岩国市）

2026.2 ふじの国スマートツアーⅡ
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○iPad Proなどに付属しているLiDAR等を利用して、点群データの取得から縦横断図等の作成を行う。
○点群データの編集が可能なCAD等のソフトウェアを利用することで、誰でも簡単に取得した点群から横断
図や縦断図を作成することができる。

LiDARでの点群取得

URL:https://www.cloudcompare.org/
ふじの国スマートツアー
（2025年2月20日）にて学ぶ

⑤ モバイル端末を利用した3次元点群データの利活用

3DCAD

簡単に横断図・縦断図を作成

3次元点群データをソフトウェアに取り込む



○3次元点群データが社会課題の解決に向けて情報インフラとして利活用され、山口県の土木行政の課題解
決や建設DXが推進されることを最終ゴールとして、研究や意見交換を行うもの。

□意見交換の内容
・3次元点群データの取得・利活用の内製化に向けた議論（普段使い） ・災害査定への3次元点群データの利活用に関する情報共有
・3次元点群データ利活用研究会の報告 ・3次元点群データのBIM/CIMへの利活用 ・3次元点群データで遊んでみようの話 等
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⑤ ふくの国３Dデータイノベラボ

□開催実績
第1回：2025年3月3日
・開会・趣旨説明・自己紹介
・3DDBシステムの紹介
・3DDBシステムを使ってみよう
・ふじの国スマートツアーの成果報告
・意見交換

第2回：2025年5月19日
・山口県の測量設計会社はココまでできる！
・3次元点群データを利活用した道路台帳の更新について
・意見交換

第3回：2026年2月5日
・３次元点群データを用いた遠隔災害支援
・３次元点群データを利活用した施設台帳更新の高度化・効率化
・３次元点群データで現場をポケットにセミナー
・下松市における３次元点群データ利活用について
・周南市における３次元点群データ利活用について
・意見交換

（周南市）形の定まらない複雑な構造物の数量算出に活用

園内の石碑の移設では、石材体積から重量を算出し、ク
レーン規格等施工計画、及び施工費の見積に反映

（下松市）マスコットの点群を撮ってイベント利用

地元小学生と一緒にマインクラフト体験のイベントを実施



⑤ 河川地形の変状監視

○水面下を含む3次元点群データを取得
・被災時等に再度取得したデータと比較し、従来河道の復元や土砂堆積量の把握が可能
・UAV等のデジタル技術を活用することにより迅速かつ安全にデータ取得が可能

○360°カメラ搭載UAVで河川連続画像を取得
・机上である程度の河川状況を確認でき、河川版ストリートビューとして業務の効率化が可能

堆積箇所
深掘箇所

事務所、河川名等で絞込可能

施設をクリックすると施設の属性を表
示

表示ボタンで台帳を表示

断面図 ×

表示 名称 観測手法 種別 座標系 測量日 登録日 登録者

☑ 3次元設計 UAVレーザー 点群 測量座標系 2020/9/5 2022/3/25 河川課

☑ H30年災 測量成果 UAVレーザー 点群 測量座標系 2018/8/31 2022/3/25 河川課

標高(m)

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

-1.0
0 5       10      15      20      25     30     35      40     45      50     55     60      65     70      75     80      85  90      95    100    105   110    115m

3次元設計（2020/9/5）
H30年災 測量成果（2018/8/31）

CAD出力CSV出力

任意の断面線を指定すると横断図が表示

3次元点群データの閲覧 河川版ストリートビュー 台帳の管理変状の監視

○河川情報管理システム（仮称）を構築
・３次元点群データおよび360°カメラ連続画像の閲覧
・施設台帳等を電子化し、一元管理を行うことで業務を効率化

■河川情報管理システム（仮称）

■３次元点群データ取得の現場見学会

島田川で実施（2022.5.25）

■３次元点群データ等の取得

従来の測量 UAV等の活用 河川３次元データ：これを基に河川地形の変状監視
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⑤ スマート測量による現場DXの推進

山口県警は既に導入済

※より高価な地上型レー
ザースキャナを使用して
います。

位置座標付き3次元点群データ取得機器を活用し、災害時等の現場確認の記録を
迅速かつ的確に実施できる体制を構築する。

（期待する効果）
・人員が限られる中でも少人数で安全に現場対応が可能
・得られた高精度な点群データは、早期復旧に向けた関係機関との情報共有や住民への説明資料としても有効
・複雑な測量作業を簡素化することで、職員の負担を軽減し、被災現場での危険な作業を最小限に抑えることができる
・さらに、復旧判断や設計検討のスピードアップにも貢献

■3次元点群データを使用することでの効果

従来 3次元点群データ 効果

後計測 測ったところのみ 計測範囲なら何度でも 再計測の回数軽減

見える化 2次元（1方向視点） 3次元（自由視点） 合意形成の迅速化

図面化 ポールを使用 データからCAD化 計測人員の省力化

■座標付きのメリット

座標なし 座標付き

空間的な位置精度 相対的な形状のみ 世界測地系の正確な座標情報がある

図面やGISとの連携
他の図面や地図データと重ねること
ができない

CAD図面やGISに重ねて利用可能

災害復旧工事 ICT活用工事には使用できない ICT活用工事に利用できる

将来の利用
断片的な記録となり、活用範囲が狭
い

デジタル台帳、維持管理計画等、様々
な分野で活用可能

山口県警職員が事故現場を
スキャンする様子（2024.11.27）

座標付きの3次元点群データを使えば、
いんふらまるごとマネジメント（ふらまる）
と連携可能！
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https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/


⑥ オンライン電子納品の軌跡
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2023.4 県全域での試行開始

2025.1０ 全ての土木事業でオンライン電子納品を必須へ

2022.4 モデル事務所での試行開始

2025.2 建設維新スリム化セミナーでオンライン電子納品の利用方法を説明

2024.１０ 一部の土木事業で発注者指定型の開始

電子納品保管管理システムへの
登録作業は不要!

ASPにより
連携可能で登

録が楽!

202４.３ 岩国市でオンライン電子納品の試行を実施

2024.１１ 下松市でオンライン電子納品に関する説明会を実施

2019.4 MCC（My City Construction）研究会に加入しました

https://mycityconstruction.jp/


○オンライン電子納品システム
受注者が検査前に電⼦納品成果をアップロードでき、点群やドローン等の重いデータについても円滑にプ

レビュー表⽰や検索ができ、また公開データについては誰もが検索できる、全体として使いやすく透明性の
⾼いバランスの取れたシステム

実施方法

インターネット上を利用
した電子納品システム

受注者

発注者①ユーザ登録
②ログイン
③工事情報登録
④成果品登録(アップロード)
⑤承認申請

不要

情報共有システムとも連携可能!

主な効果

・情報共有の迅速化
・電子媒体作成の削減、提出の手間軽減
・保管管理作業の軽減や登録漏れの防止
・資料貸与の効率化

⑥ オンライン電子納品
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My CityConstruction

My City
Construction

https://remotedisastersupport.jp/
https://remotedisastersupport.jp/


⑦ BIM/CIMの軌跡
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20２１.４ BIM/CIMの活用方法の検討開始

20２２.４ 3次元モデルを活用した設計や工事の試行、効果検証

202３.10 山口大学と共同でBIM/CIMセミナーの開催

202５.４ 山口県土木業務・工事におけるBIMCIMに
関する実施方針の策定と道路・街路・砂防事業での本格運用開始

20２1.７ BIM/CIM導入に関する意見交換（山口県測量設計業協会）

2024.10 北山近川の砂防事業にて３Dプリンターを用いた住民説明会を実施

202４.３ 周南市御幸通で点群データを取得し、一般公開

2025.１１ 安下庄港の工事現場で３D配筋検査を実施

202４.３ 通津周東線橋梁建設現場で３D配筋検査を実施

2024.1１ 下松市都市計画街路整備事業にて３DデータとAR技術と用いた住民説明会を実施



⑦ 山口県土木建築部のCIMの方針

○2025年4月から、道路・街路・砂防事業を対象にBIM/CIMを原則適用
○これまでの検証結果に基づき「山口県土木業務・工事におけるBIM/CIMに関する実施方針」を策定

基本的には国土交通省の定める実施方針に準拠した内容

■調査結果から、山口県の建設コンサルタントは国土交通省の定める実施方針に十分対応で
きる知識と技術力を有している。

■県独自の要領を設けた場合、国とは異なる対応が求められ生産性の低下が懸念される。

国土交通省の実施方針と異なる点

対象事業はこれまでのBIM/CIM業務で活用効果が確認された道路、街路、
砂防とする（今後適用範囲を順次拡大）

国とは開始時期が異なることから、県としては移行期間を考慮し設計図書
は2次元図面とする

山口県では現在活用しているオンライン電子納品システムを使用する
また、3次元データは公開とすることやCAD図面のファイル形式を追記
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⑦ 御幸通で学びと挑戦～3Dデータから作り出す未来～

30取得した3次元点群データ

○周南市の御幸通周辺の点群データを取得し、それを基にして現在の御幸通を3次元で再現。
○その3次元で再現された街並みを踏まえて、学生の視点で新しい街並みの提案をするなど、地域の発展と
学生のスキル向上を促進する。



⑦ 山口県土木建築部のCIMの活用

3D配筋検査の様子
〈鉄筋の干渉チェック〉

ARを用いた小学生向けイベント
〈広報での活用〉

岩国土木建築事務所・名坪渓流

柳井土木建築事務所・安下庄港

下松市役所・豊井地区道路築造ほか宅地整地工事 31

３Dプリンターを用いた住民説明
〈出来上がり全体イメージの確認〉



⑧ 書類のスリム化の軌跡
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202４.3 「工事書類スリム化の手引き」を新たに作成し、公表

202５.3 「工事書類スリム化の手引き（第２版）」を公表

202５.７ 「工事書類スリム化の手引き（第２.1版）」を公表

2024.１１ 第１回建設維新スリム化セミナー（下関）を開催

202５.１ 第２回建設維新スリム化セミナー（下松）を開催

202５.４ 第３回建設維新スリム化セミナー（下松）を開催

202５.４ 第４回建設維新スリム化セミナー（美祢）を開催

202５.８ 第５回建設維新スリム化セミナー（山口）を開催

202５.８ 第６回建設維新スリム化セミナー（宇部）を開催

202５.１１ 第７回建設維新スリム化セミナー（周南）を開催

202５.１１ 第８回建設維新スリム化セミナー（柳井）を開催
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○建設現場の生産性向上には、ICTの活用やBIM/CIMの導入に加え、書類のスリム化や各種雑務の効率化
といった現場支援の取り組みも不可欠。

○2024年からは「とにかく現場を楽にする！」をテーマに、書類のスリム化とあわせたセミナーをスタート。
○2025年には、さらに内容をアップデートし、書類の見直しと現場支援の両面から取り組みを強化している。

⑧ 建設維新スリム化セミナー



⑧ スリム化のアップデート

山口県が目指すのはDX（デジタルトランスフォーメーション）

・書類の必要性そのものを見直して、提出そのものをやめる
・出来形管理にデジタル技術を用いることで工事写真を省略する
・書類作成のためだけに現場に行っていた工程を、デジタル技術の
活用で省略する

山口県が目指しているのは、「現場負担を軽減する」といった根本的
な業務の見直しです！

「単なる効率化」ではなく、「関係者全体の仕事の質を変える」ことを
目的としています。 34

工事書類スリム化の手引き

工事書類スリム化の
手引き

工事書類スリム化の手引き［第2班］

工事書類スリム化の
手引き［第2班］

工事書類スリム化の手引き［第2.1版］

工事書類スリム化の
手引き［第2.1版］

工事書類スリム化の手引き［第3版］

工事書類スリム化の
手引き［第3版］

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/174942.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/174942.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/174942.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/205224.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/205224.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/214979.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/214979.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/205224.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/214979.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/234567.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/234567.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/234567.pdf


⑨ センシングデバイスを利用したインフラメンテナンスの軌跡

35

2023.4 小規模橋梁で３Dスキャンを活用した点検を開始

2024.4 特殊橋梁で３Dスキャンや変位センサーを活用した点検を開始

2024.4 標識柱で超音波センセーを活用した点検を開始

2021.4 河川の変状監視手法の検討開始

2022.4 河川の3次元点群データの取得開始

2024.4 山口宇部空港の滑走路の定期点検におけるMMSの試行・検証

2023.4 トンネルで走行型画像計測技術を活用した点検を開始

2022.4 舗装でMMSを活用した点検を開始



○橋梁で新たにデジタル技術を活用した計測を行い、橋の細密な状態を把握。
○笠戸大橋の点群データ取得の様子はYouTubeチャンネル「ばーちょるるやまぐち」で紹介。

36

⑨ 特殊橋梁の定期観測

《AIによる損傷予測》

損傷箇所の
早期発見・早期対応

【将来】

損傷予測

ドローンによる測量

ひずみ・変位計設置

ひずみ計

【笠戸大橋】

【沖家室大橋】

点群データ 3次元モデル

加速度計

３次元測量による計測

ひずみ計・変位計による計測



○走行型トンネル点検車を利用してトンネルの細密な状態を把握。
○交通規制が必要なく、ひび割れの自動抽出もできる。
○森ヶ原トンネルの取得データの様子は山口県土木建築部公式YouTubeチャンネルで『ばーちょるるやま 
ぐち』として紹介。

37

⑨ 走行型トンネル点検車によるトンネル点検

※技術者が直接ひびわれ
幅・長さなどを計測

技術者が近接目視により損傷箇所を把握

■技術者が損傷箇所
のスケッチをもと
に展開図を作成

＜現場作業が長時間＞

■画像計測技術等の新技術を
活用して損傷箇所を把握

※１回の走行で画像計測や３次元測量が可能

３次元測量図

自動計測

走行型画像計測、３次元測量

従来 将来

■ひび割れ幅・長さ等の自動
計測及び展開図の自動作成



⑩ AIを利用したインフラマネジメントの軌跡

38

「b」デス。

「b」に
決定！

2023.4 区画線でAIによる点検を開始

2022.4 舗装でAIによる診断システムの運用開始

2022.4 トンネルでAIの導入検討・現場実証を実施

2023.4 小規模橋梁でAIによる診断システムを運用開始

202４.１ インフラメンテナンス大賞優秀賞を受賞

202４.2 土木学会インフラメンテナンスチャレンジ賞を受賞

2023.３ 道路付属物の異状検出精度を競う「ワールドAIコンペティションYAMAGUCHI」が開催

202４.6 (一財)全日本建設技術協会令和5年度全建賞を受賞

AIインフラ・点検システム説明会



⑩ 三賞受賞

国土交通省等 第7回インフラメンテナンス大賞優秀賞

土木学会 インフラメンテナンスチャレンジ賞

(一財)全日本建設技術協会 令和5年度 全建賞

AIによる小規模橋梁等の
点検・診断支援システム

Instagram

インフラメンテナンス大賞

土木学会 チャレンジ賞

全建賞 39

https://www.instagram.com/yamaguchi_doboku/


⑪ タブレットやアプリを用いたインフラマネジメントの軌跡

40

2025.4 ぶちスマ点検for Coastの運用開始

2024.4 タブレットを用いた砂防関係施設の点検システムの試行

2025.4 タブレットを用いた港湾施設の点検システムの試行

2023.4 ぶちスマ点検for Brg.を運用開始

2025.4 タブレットを用いた砂防関係施設の点検システムの運用開始

2024.4 ぶちスマ点検for Coastの試行

タブレットを用いた点検の様子



ぶちスマ点検 for Brg.

○令和５年度は小規模橋梁の点検に導入
○令和６年度は他の施設へも展開予定 →海岸保全施設と砂防施設の点検に導入

ぶちスマ点検 for Coast

41

⑪ タブレットやアプリを用いたインフラマネジメント



ぶちスマ点検 for Sabo
（通称：SaboへGo！）

⑪ タブレットやアプリを用いたインフラマネジメント

42



⑫ 維持管理支援システムを用いた群マネの推進の軌跡

43

2026.3 周南地域の道路維持管理支援システムの構築

2020.4 道路維持管理支援システムの構築

2022.4 災害情報共有システム（県版）の運用

2024.4 災害情報共有システム（市町版）の運用開始

2026.2 やまぐちのインフラの未来を描く「群マネ勉強会」の開催

2026.１ 遠隔災害支援システムの試行開始

2025.7 第2回道路維持の広域連携ミーティング

2025.１1 群マネ勉強会の開催（県庁職員有志）

2025.4 第1回道路維持の広域連携ミーティング

2025.１1 静岡県と遠隔災害支援及びインフラ包括管理について意見交換会の開催

2026.１ 広域連携による共同実施モデル構築事業関連 意見交換会の開催（in静岡県）

群マネ勉強会

第1回広域連携ミーティング 静岡県での意見交換会

2026.3 みんなで考えるやまぐちの群マネワークショップの開催
群マネの手引きVer.1

群マネの手引き
Ver.1

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001964898.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001964898.pdf
https://www.google.com/search?ie=UTF-8&oe=UTF-8&q=QR


⑫ 周南地域における道路維持管理支援システム

44

維持管理事務
効率化・高度化システム 建設業者

(山口県契約)

山口県 下松市 光市 周南市

位置
情報

集計・
出力

蓄積・
検索

データ
共有

指示

報告

窓口来所

電話

通報 入力

下松市契約

指示
把握

道路緊急ダイヤル
#9910 LINE

通報アプリ
（周南市）

通報アプリ
（光市）

通報アプリ
（下松市）

光市契約

周南市契約

（API連携）

➢既存の様々な住民通報等を
一元的にデータとして集約

➢県がシステムを構築・管理し、
県・３市でシステムを共同利用

➢事務共同処理や包括委託等に
向けた検討を促進

AI橋梁点検診断システム
（第7回インフラメンテナンス大賞受賞）

連携

包括委託の検討イメージ



⑫ デジタル技術を活用した遠隔災害支援システム

45

遠隔災害支援システム

遠隔災害支援
システム

https://remotedisastersupport.jp/
https://remotedisastersupport.jp/
https://remotedisastersupport.jp/
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⑬ オープンデータの軌跡

2007.4 コンクリート品質確保に関するオープンデータの公開

202５.４ いんふらまるごとマネジメントによる
各種インフラ情報の公開開始

2019.4 国土地盤情報データベースを活用した地盤情報の公開

2024.4 都市計画基礎調査結果のオープンデータの公開

201７.4 土砂災害に関する情報歩オープンデータ化

20２４.4 洪水・高潮・津波浸水想定区域に関する情報のオープンデータ化

2023.4 「山口県緊急輸送道路ネットワーク」に関する情報のオープンデータ化

2024.10 山口県オープンデータ可視化チャレンジで緊急輸送道路や津波浸水想定のダッシュボード作成

国土地盤情報データベース

国土地盤情報
データベース

2022.11 3次元点群データをMy City Constructionで公開

山口県オープンデータカタログサイト

山口県オープンデータ
カタログサイト

いんふらまるごとマネジメント

いんふらまるごと
マネジメント

https://www.kunijiban.pwri.go.jp/viewer/
https://www.kunijiban.pwri.go.jp/viewer/
https://www.kunijiban.pwri.go.jp/viewer/
https://yamaguchi-opendata.jp/
https://yamaguchi-opendata.jp/
https://yamaguchi-opendata.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/


⑬ コンクリート品質確保のデジタル活用

背景・経緯

期待する効果

①AI等のデータ活用、維持管理段階での活用促進、
データ精度向上のための環境整備

②現場研修との併用による職員の技術力確保(施工者等も活用)

山口県でコンクリート構造物の品質向上システムの運用に携わ
る土木建築部技術管理課の吉村崇主任（当時）。施工されたコ
ンクリート構造物を実際に見学して刺激を受ける県外の発注
者もいるという（写真：日経クロステック） 図・写真：日経クロステックより転載

YouTube

県職員が自ら打設！
コンクリート

技術者養成講座

○２００７年のひび割れ抑制取組開始当初から、データを積極的に公開し、関係者との協働や、全国の産学官
連携などの好循環を実現

○今後は、既存のコンクリート施工記録データベースを最新のオープンデータ規則に対応するよう改善

47

https://www.youtube.com/channel/UCxB7BDu--h3uK4X6EdPoZ1Q


⑬ 都市計画基礎調査のオープンデータ化

48

公開可能公開不可

民間企業
研究機関オープンデータ

☞徐々に流通を増やす

行政機関保有データ

“県と市町が協力”して”オープンデータ化”を実現

行政だけがもつ宝（情報） → “みんなで共有する宝（情報）”へ

調査結果は「山口県オープンデータカタログサイト」にて掲載

☞ダウンロードランキングTOP５０に”１７”の都市計画基礎調査結果がランクイン
※R8.1.29時点のランキング（山口県オープンデータカタログサイトに掲載されているデータ数は759）

都市計画基礎調査項目とその活用例

分野 調査項目 情報の活用例

人口 人口規模、将来人口等 地域特性に応じた商品・サービス開発

産業 産業・職業分類別就業者数等 工場・物流拠点の立地選定

土地利用 土地利用状況、宅地開発状況等  土地ポテンシャル可視化サービスの開発

建物 建物利用現況等 不動産DX（3D都市モデル・PLATEAUの活用）

都市施設 都市施設の位置等 インフラ維持管理DX

交通 自動車流動量、公共交通機関の状況等 観光回遊促進

地価 地価の状況 企業の店舗・事務所立地提案

自然環境等 地形・水系・地質条件等 エコツーリズム企画

災害 災害の発生状況等 防災DX（ハザード可視化・避難シミュレーション）

その他（景観等） 観光の状況等 広告・まちづくりデザイン

○都市計画基礎調査とは、都市における人口、産業、土地利用、交通などの現況・将来の情報を定期的に把握
し、 “未来のまちづくり”を検討するうえで必要となる都市の基礎データを集める調査。

○調査結果をオープンデータ化することで、誰もが新しいサービスを構築するイノベーションを促す。
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⑭ いんふらまるごとマネジメント

2023.2 山口県インフラポータルサイトの構築

202５.３ いんふらまるごとマネジメントの運用開始

2014.4 海岸スマート台帳の構築

20１９.4 道路施設管理システムの構築

20２４.4 建築確認台帳の電子文書化

2025.4 河川情報管理システムの構築

いんふらまるごと
マネジメント

現地で確認・更新
総合的な分析・検討

2024.4 道路付属物マネジメントシステムの構築

20１７.4 道路台帳閲覧システムの構築

2025.4 港湾施設点検データ管理システムの構築

2024.4 橋梁マネジメントシステムの構築

2024.4 港湾海岸施設点検システムの構築

202６.２ いんふらまるごとマネジメントの機能追加

いんふらまるごとマネジメント

いんふらまるごと
マネジメント

https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/


ふらまる動画

ふらまる
動画
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○山口県土木建築部が保有するインフラデータを公開する専用サイトを構築し、2025年３月に公開。
○様々なインフラやハザード等のデータが無料で閲覧・利用でき、地域開発、防災対策など、
様々なシーンで役に立ててもらう。

主な提供サービスの内容

■地図ビューア
道路、河川、ダム、砂防、洪水・高潮等の情報

などを地図上で重ね合わせて可視化できます。
3次元データの一部閲覧・取得できます。

■データカタログ
組織、キーワード、データの種類など、様々な条件を組み合わせることで、

欲しいデータを効率的にダウンロードすることができます。

⑭ いんふらまるごとマネジメント

いんふらまるごとマネジメント

いんふらまるごと
マネジメント

https://www.youtube.com/watch?v=vqUP5-lyS38
https://www.youtube.com/watch?v=vqUP5-lyS38
https://www.youtube.com/watch?v=vqUP5-lyS38
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://infradb.pref.yamaguchi.lg.jp/
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⑮ 建設発生土マッチングシステムの軌跡

202４.４ 建設発生土マッチングシステムの運用開始

建設発生土
マッチングシステム

0

100

200

300

400

R6.12末 R7.12末

ユーザー登録数

ユーザー登録拡大中2023.9 建設発生土マッチングシステム試行運用開始

2022.4 建設発生土の取扱いを改正（流用・仮置きに関する検討方針を明確化）

建設発生土マッチングシステム

建設発生土
マッチングシステム

https://yamaguchi.soil-matching.jp/register/complete?link=iZhthl9UfS0ePkjsgON2
https://yamaguchi.soil-matching.jp/register/complete?link=iZhthl9UfS0ePkjsgON2
https://yamaguchi.soil-matching.jp/register/complete?link=iZhthl9UfS0ePkjsgON2
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⑯ 山口県道路情報道路見えるナビの軌跡

2008.4 道路見えるナビの運用開始

202５.３ 道路見えるナビのリニューアル
（規制区間・迂回路表示、カメラ増設）

クラウド

イメージﾞ イメージﾞイメージﾞ

2011.9 道路見えるナビの機能追加
・お知らせ情報提供機能の追加
・規制情報の情報種別（工事・災害・事前）の追加
・規制情報のアイコン表示選択用チェックボックスの追加
・規制予定（灰色アイコン表示）の追加

2017.5 道路見えるナビの地図変更

2018.2 その他（他機関）管理カメラ追加

2024.2 道路見えるナビの画面レイアウト変更（画面サイズに合わせてサイトの表示を自動調整機能）

規制情報 道路カメラ情報迂回路情報

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

2022年 2023年 2024年 2025年

年間アクセス数（件）

増加中

山口県道路情報道路見えるナビ

山口県道路情報
道路見えるナビ

https://www.roadinfo.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://www.roadinfo.pref.yamaguchi.lg.jp/
https://www.roadinfo.pref.yamaguchi.lg.jp/


⑰ 働き方改革の軌跡

2021.4 モバイルPC、在宅勤務、公用携帯、電子決裁システム、サテライトオフィスの整備

2022.4 Microsoft Teamsの原則活用

2023.4 職員一人ひとりの意識改革を促す5つの柱の提示

2024.7 設計図書の電子決裁の試行開始

2022.１２ 技術管理課の働きがいのある先駆的な取組を開始

2023.12 技術管理課の職場環境のアップデートを実施

2024.6 所属を横断して議論する場（ちょこクロ会議）の開始
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2021.２ 遠隔臨場等に必要なタブレット、Wi-Fi環境の整備

2021.12 出先事務所の所長・次長が中心となって「デジタル化推進取組事例集」を作成・共有

202２.2 本庁版の「デジタル化推進取組事例集」を作成・共有

202５.4 設計図書の電子決裁の本格導入

2024.1 やまぐちワークスタイルシフトの開始



⑰ 働きがいのある技術管理課のための先駆的な取組み(2022.12～)
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働きがい
のある

技術管理課

先駆的な取組の これまで・現在地・その先

未定
先駆的な取組
の総仕上げ

R4.12～
先駆的な取組ver1

Teamsの積極的な活用
デジタル化による業務形態の見直し

業務情報の見える化
何でも相談窓口の設置 など

R5.3～
先駆的な取組ver2
課内職員アンケートの実施
取組の検証・方向性の周知
Ver1を深化し本格実施

R5.12～
先駆的な取組ver3

業務の徹底的な見直し・効率化
多様な働き方の実践

執務環境のアップデートvol１
＜窓際席廃止、グループアドレス導入＞

ハラスメントの撲滅 など
Ver2を深化

R７.1～
先駆的な取組ver4

ペーパーレスの更なる推進
＜執務室の配置変更(vol２)，
課保有のHDDの整理・運用方法，
リフレッシュデーの導入 など＞

業務のルール化の考え方
通知文の効率的な発出の仕方
個々の業務の効率化・負担軽減

など
ver3を深化

■取組のきっかけ

○技術管理課は部内のDXを牽引していく部署
○土木建築関係の入職者の減や離職者の増への対
応は待ったなし

■目標

○課内の業務形態を見直し・整理して実践し、今以上
に「働きがい」のある職場を目指す！

○モデル職場として取組み、横展開し、部内の職場
環境を改善していく！



⑰ 職員一人ひとりの意識改革を促す5つの柱（2023.4～）

働きがい
のある

土木建築部

未定
5つの柱の
総仕上げ

R7.4～
5つの柱3.0

R5.4～
5つの柱1.0

R6.4～
5つの柱2.0

❶Teamsの活用

❷業務情報の見える化

❸サテライトオフィス・
遠隔臨場の活用

❹業務の効率化の推進

❺風通しの良い職場づくり

❶5つの柱に取り組む
趣旨の理解促進

❷所属を横断して議論する場の設置

❸業務をより効率化させるための
デジタルの活用方法の検討

❹取組に必要な環境整備

❺デジタルに必要なリスキリング

❶5つの柱に取り組む
趣旨の理解促進

❷所属を横断して議論する場の設置

❸業務をより効率化させるための
デジタルの活用方法の検討

❹働きがいのある
職場づくりへの取組み

❺ペーパーレスの推進

5つの柱1.0 5つの柱2.0 5つの柱3.0

5つの柱は

トップダウン
で推進しています

❶未来志向の意識改革への挑戦

❷組織や役職の壁を超えた
共創への挑戦

❸デジタルの力で働き方や
県民サービスを進化させる挑戦

❹誰もが輝き働きがいのある
職場づくりへの挑戦

❺土木建築行政に携わる職員の
価値を高める挑戦［未来に希望を!］

5つの柱EX

R8.4～
5つの柱EX
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○人口減少やデジタル技術の進展などにより社会が大きく変化する中､多種多様な行政ニーズに的確に対応
し､新たな行政サービスの創出に繋げるため､また､その前提として､職員自身が仕事にやりがいを持ち､充
実した生活を送ることができるよう､新たな働き方改革「やまぐちワークスタイルシフト」に取り組みます。

⑰ やまぐちワークスタイルシフト（2024.1～）
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ペーパレス化･
データ化の推進による
情報共有の効率化

生成AI等のデジタル
技術の活用による

業務の効率化･高度化

研修等による職員の
デジタルスキルの向上

場所にとらわれない
多様な働き方の実現

 業務効率化･高度化による県民サービスの向上
 民間企業･団体等へも働き方改革の取組の波及

©総務部 人事課
総合企画部 デジタル推進局 デジタル・ガバメント推進課



⑱ SNSを使った戦略的広報の軌跡

2017.10 facebookの運用開始

2021.10 Instagramの運用開始

2022.4 YouTubeの運用開始

2023.８ Instagramのフォロワーが1,000人を突破
Facebook

Instagram

YouTube

2024.5 Instagramのフォロワーが2,000人を突破

202５.9 Instagramのフォロワーが3,000人を突破

2025.8 YouTube動画「山口県発注工事でICT法面工をやってみました」が初の10,000回再生超え

202４.6 SNS講習会の開催

2023.11 土木の日SNSチャレンジ2023に参加

2025.11 土木の日SNSチャレンジ2025に参加

2024.11 土木の日SNSチャレンジ2024に参加

2026.2 Instagramのフォロワーが4,000人を突破

土木の日SNSチャレンジ2025
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https://m.facebook.com/constr.pref.yamaguchi/
https://www.instagram.com/yamaguchi_doboku/
https://www.youtube.com/channel/UCxB7BDu--h3uK4X6EdPoZ1Q


⑱ SNSを使った戦略的広報
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○県民が山口県の建設産業の魅力や取組みに興味を持ち、理解や信頼の向上や担い手確保につなげるため、
2017年からFacebook、2021年からInstagram、2022年からYouTubeの運用を開始。
○202６年２月にInstagramのフォロワーが４,000人を超えた。

YouTubeInstagram

https://www.youtube.com/channel/UCxB7BDu--h3uK4X6EdPoZ1Q
https://www.instagram.com/yamaguchi_doboku/


⑲ 建設キャリアアップシステムの軌跡
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2021.4 企業ニーズの把握・国や他県の動向調査

202５.１２ 活用工事実施要領の運用開始

2023.4 モデル工事の試行

2024.4 試行対象の拡大

202４.4 土木事業の工事において成績評定の加点対象

202３.１１ 建設キャリアアップシステムの説明会を開始



⑳ フラNaviの軌跡
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2026.4 フラNaviを公開

2022.12 徳山高専が第3回インフラマネジメントテクノロジーコンテストで地域賞を受賞

202３.７ 徳山高専との官学共同研究を締結

2025.4 フラNavi試行版を公開

・企業の広報
・リクルート活動の
一環

・現場の士気向上

産

・学生と教員の自己研鑽
・現場の雰囲気を理解
・課外活動としての評価

学 ・人材育成
・公共事業への
理解促進

・職員の士気向上

官

建設産業魅力発
信ポータルサイト

2023.12 第4回インフラマネジメントテクノロジーコンテストでチャレンジ賞を受賞

2025.12 第6回インフラマネジメントテクノロジーコンテストでグランプリを受賞

202５.12 第4回高専GIRLS SDGs×Technology Contestで優秀賞・ANAグループ賞・ファイナリスト賞を受賞

2025.６ 令和7年度版国土交通白書に掲載

202４.７ やまぐち建設２１の会とフラNaviを通じたこれからの建設産業に係る意見交換をしました

202４.3 YouTube動画「学生が建設業を変える!?現場見学マッチングサイト「フラNavi」」を公開

2026.2 YouTube動画「学生×建設企業マッチングサイトにせまる！」を公開

https://www.kunijiban.pwri.go.jp/viewer/
https://franavi.yamaguchi-infradb.jp/


⑳ イベントの情報発信はフラNaviを活用！

若手人材の県外流出学校で学んだことが
実際の現場で活かせるのかな？

就職した後に
働いているイメージがつかない

もっと気軽に企業の人に
質問したりできないかな？

学生が県内企業の魅力ややりがいを
十分に把握できていない

■背景・課題

■解決案

役所
・現場見学の管理
・現場見学の企画

学生
・現場見学の参加登録
・主催側とのコミュニケーション

建設系会社
・現場見学の企画
・参加学生とのコミュニケーション

現場見学に関する情報を集約・発信
見せたい側と見たい側のマッチング

令和7年度国土交通白書
に掲載されました
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・現場見学の機会を多くして、学生が実際の現場に触れる機会を増やす
・学生と企業が現場見学を通じてコミュニケーションが取れるような環境づくり

フラNaviロードムービーを公開

第１弾（2024.3）

第２弾（202６.２）

https://www.kunijiban.pwri.go.jp/viewer/
https://franavi.yamaguchi-infradb.jp/


⑳ 徳山高専がフラNaviで各種快挙を達成

12月14日（日）に東京大学伊藤謝恩ホールで開催された「第4回高専
GIRLS SDGs×Technology Contest(高専GCON2025)」において、
齊藤遥奈さん（専攻科2年）、鶴田こゆきさん（4年）、石津雅さん、飯田ひか
りさん、佐古柑菜さん（3年）のチーム「ひかみこちゃんねる」が37高専89
チームの中で優秀賞（第2位）、企業賞（ANAグループ賞）、ファイナリスト賞
を受賞しました。

第6回全国高等専門学校インフラマネジメントテクノロジーコンテスト
2025において、齊藤遥奈さん（専攻科2年）、兼坂亜季さん（5年）、鶴田
こゆきさん（4年）、石津雅さん、飯田ひかりさん、佐古柑菜さん、弘中蓮さ
ん、住出若菜さん（3年）の提案「いつでも、どこでも、何度でも。～はばた
けフラNavi～」が全19高専34作品の中からグランプリ（最優秀賞）に選
出されました。
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令和７年度後期メダル栄光授与式
（2月１６日@山口県庁）



（参考） やまぐち建設FES!

202３.２ やまぐち建設21の会と意見交換

2023.10 第1回やまぐち建設FES!

202４.10 第２回やまぐち建設FES!

202５.９ 第３回やまぐち建設FES!

やまぐち建設フェス！202５

■来場者4,300人超！
■ペーパークラフト体験やAR迷路体験を出展

やまぐち富士商ドーム

笠戸大橋

平瀬ダム

ガントリークレーン

栄川運河橋

2025.10やまぐち建設21の会と意見交換
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山口県土木建築部ブースの出展（ペーパークラフト，ドローン運転）

山口県土木建築部ブースの出展（ペーパークラフト，AR迷路）



CONTACT

担当：山口県 土木建築部 技術管理課 建設DX推進班

TEL：083-933-3640

Mail：a18000@pref.yamaguchi.lg.jp

※ふくの国の建設DXは基本姿勢である「失敗を恐れない」に基づき推進していますが、失敗することもあります。失敗に気づいたときは随時軌道修正していきます。

今後の社会情勢の変化や技術開発の進展等を踏まえ、本計画において取組を追加するなどアップデー
トし、「県民のより安心・安全で豊かな生活」の実現に向けて積極的にチャレンジします。
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